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Ⅰ．研修スケジュール 
 
初期臨床研修医が形成外科臨床研修を希望する動機は、「形成外科手術を見てみたい」、

「将来のために上手に縫える技術を学びたい」、「小児科や小児外科志望なので小児形成を見

てみたい」、など、さまざまである。 
2 年間という限られた初期臨床研修期間の中で、形成外科研修に裂ける時間は決して多く

はないであろう。しかし、形成外科を選択された研修医には、限られた時間の中で、実際の

臨床経験をたくさん積むことで、形成外科の基本をしっかりと学んでもらいたい。 
形成外科の基本は「傷を早くきれいに治すこと」であり、研修の中で、実際にその思考過

程と手技を学ぶことにより、将来どの診療科を選択しても、研修での経験が役立つと思われ

る。 
 研修期間は１ヶ月以上、任意の期間で選択できる。１ヶ月でも、良好な創傷治癒を促すた

めの形成外科的な思考過程とその手技に触れることは可能であるが、形成外科的な基本手技

を身につけることを希望する場合には、３ヶ月程度の研修期間が望ましい。 
 
１． 週間スケジュール表 

   月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
 
午前 
 

病棟回診 
一般外来 

病棟回診 
手術 
一般外来 

病棟回診 
一般外来 

病棟回診 
手術 

病棟回診 
一般外来 

 
午後 
 

病棟処置 手術 
 

手術 
褥創回診 

手術 美容外来 

カンファレ 
ンス等 

手術カンファ

レンス等 
抄読会 
 

 入院患者カン

ファレンス 
週間反省会 

カンファレンス等は、夕方、一般業務終了後に行っている。 
緊急手術には、適宜、対応している。 
土日も交替制で病棟回診を行っている。 

 
Ⅱ．研修目標 
 
１ 一般目標（GIO: General Instructional Objectives） 
研修期間により研修内容は異なるが、すべての研修においてもっとも重要視しているのは、

形成外科手技の理論的基本となる、創傷治癒課程について、臨床体験を通して研修し、良好

な創傷治癒(傷を早くきれいに治す)を導く形成外科手技について、知識と技術の基礎を身につ

けることである。この研修を通して、形成外科手技の基本のみならず、医師として多く経験

する各種創傷や皮膚潰瘍の取り扱いについても、基本的な思考過程を身につけることを目標

としている。 
研修期間が２ヶ月以上の医師においては、個々の形成外科疾患について理解を深めるとと

もに、皮膚移植術、骨移植術、軟骨移植術、血行再建術などの術式についても、手術の一部

を担当し、手術を通して形成外科的な思考過程を実際に訓練する機会も得られる。 
研修期間中に遭遇する疾患を通して、形成外科的技術が求められる疾患の多様性を知り、

疾患の病態と形成外科的対処法について指導医から学び、その経験を元に、形成外科的治療

適応のある疾患に遭遇した場合に、適切なタイミングで形成外科受診を勧められる能力を養

う。 



なお、研修期間の一部では、美容外科外来の見学も行うので、形成外科の一部門としての

美容外科に触れることもできる。 
 
 
２ 行動目標（SBO: Specific Behavior Objectives） 
 A 経験すべき診察法・検査 
  １）基本的形成外科診療能力 
    １）問診および病歴の記載 

 患者との間に良いコミュニケーションを保って問診を行い，総合的かつ全人的

に patient profile をとらえることができるようになる。形成外科的記録法（特に

臨床的写真撮影）の初歩を身につける。 
 

    ２）形成外科診察法 
患者の機能的、形態的な主訴を聞き、必要な情報を問診する。患者の主訴が、

いかなる病態に基づいて生じているかを導き出し、どのような形成外科的手技を

使用すれば解決できるかについて、考察する診察力を養っていく。 
 

 
  ２）形成外科的検査 

形成外科的に必要とされる種々の検査を実施あるいは依頼し，結果を評価して患

者・家族にわかりやすく説明する力を養う。 
（A）：自ら実施し、結果を解釈できる。 
（A）以外：検査の適応が判断でき、結果の解釈ができる。 

 
１） 画像検査 

皮膚腫瘍やリンパ浮腫に対する超音波検査  (A) 
単純Ｘ線検査  (A) 
Ｘ線ＣＴ検査  (A) 
ＭＲＩ検査 
眼瞼機能検査 
涙道造影検査 
 

 
３） 経験すべき基本形成外科的手技 

良好な創治癒を促すための形成外科基本手技と、皮膚縫合法、各種組織移植法、皮

弁術などについて、直接治療に携わり、手術に同席して経験する機会を得る。 
 

     *上級医師の指導の下に、自ら行い経験すべきこと 
 **上級医師の指導を受けながら、可能であれば経験すべきこと 

 
１） 皮膚潰瘍、皮膚欠損に対する処置法* 
２） 外傷処置におけるデブリードマン、ドレナージ* 
３） 局所熱傷の処置、軟膏療法* 
４） 褥創の管理と局所処置* 
５） 皮膚縫合法（単結紮縫合、連続縫合、真皮縫合、層々縫合）* 
６） 全身熱傷の輸液管理、気道管理、処置** 
７） 手術におけるドレーン設置法** 
８） 顔面骨骨折の整復固定法** 
９） 皮膚移植法** 
10）骨移植法、軟骨移植法** 
11）局所皮弁術** 
12）遠隔皮弁術** 



        
 Ｂ 経験すべき症状・病態・疾患 
 

*初診を行い、自ら診断治療方針を考え、上級医師の判断を仰ぐべき疾患 
 **上級医師の指導を受けながら、一緒に診断・治療を進める疾患 
 
  １）頻度の高い疾患 
      １）局所熱傷* 
      ２）慢性皮膚潰瘍* 
      ３）顔面骨骨折** 
      ４）皮膚のあざ、色素性病変、血管腫** 
      ５）皮膚腫瘍* 
      ６）後天性眼瞼下垂** 
        
  ２）緊急を要する疾患・病態 

１）全身熱傷** 
２）顔面外傷* 
３）切断指** 
 

 
Ⅲ 指導医体制 

 
指導医氏名 専門領域 卒業年度 
近藤昭二 日本形成外科学会専門医 

皮膚腫瘍外科専門医 
小児形成外科 
美容外科 
頭蓋顎顔面外科 

 

昭和６３年 

山口梨沙 日本形成外科学会専門医 
形成外科一般 

平成１６年 

 

 


